
(57)【要約】

　第１の塊および第２の塊をつなぐデバイス、ならびに

それを製造する方法およびそれを使用する方法が開示さ

れる。デバイスは、弾性材料、伸縮材料、または変形可

能な材料で形成し得る。デバイスは、心臓弁リングを、

生体の環状部に取り付けるために用いることができる。

デバイスはまた、傷口を閉じること、または他の種々の

処置、例えば、プロテーゼを周囲の組織もしくは他のプ

ロテーゼに固定すること、例えば中隔心臓欠損のような

先天的欠損症の閉鎖における組織修復、組織または管吻

合、ヘルニア修復のための、補強メッシュを用いる又は

用いない組織の固定、骨融合または腱もしくは筋肉修復

のような整形外科的な固定、眼の適応症、腹腔鏡または

内視鏡による組織修復もしくはプロテーゼの置換、ある

いは遠隔操作で実施される上述の処置のためのロボット

デバイスによる使用のために用いることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る ベ ー ス 、
　 第 １ の 脚 部 、
を 含 み 、
　 第 １ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び て お り 、 デ バ イ ス が 第 １ の 形 状 構 成 お よ び
第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 、 デ バ イ ス が ベ ー ス 軸 に 対 し て 回 転 さ せ ら れ る と 、 デ バ イ ス は 第 １
の 形 状 構 成 に あ る 、
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ２ の 脚 部 を さ ら に 含 み 、 第 ２ の 脚 部 が ベ ー ス の 第 ２ の 端 部 か ら 延 び て い る 、 請 求 項 １
に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る ベ ー ス 、
　 第 １ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 １ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 １ の 脚 部 、 お よ び
　 第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 ２ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 ２ の 脚 部
を 含 み 、
　 第 １ の 脚 部 が ベ ー ス の 第 １ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 ２ の 脚 部 が ベ ー ス の 第 ２ の
端 部 か ら 延 び て お り 、
　 第 １ の 脚 部 長 さ が 第 ２ の 脚 部 長 さ よ り も 長 い 、
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 デ バ イ ス は 、 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 、 ベ ー ス が ベ ー ス 軸 に 対 し て
回 転 さ せ ら れ る と 、 デ バ イ ス が 第 １ の 形 状 構 成 に あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 脚 部 長 さ が 、 第 ２ の 脚 部 長 さ の ３ 倍 以 上 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ベ ー ス 径 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 、 湾 曲 し た ベ ー ス 、
　 第 １ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 １ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 １ の 脚 部 、 お よ び
　 第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 ２ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 ２ の 脚 部
を 含 み 、
　 第 １ の 脚 部 が 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び て お り 、 第 ２ の 脚 部 が 、 ベ ー ス の 第 ２ の 端
部 か ら 延 び て お り 、
　 デ バ イ ス が 弛 緩 し た 形 状 構 成 を 有 し 、 弛 緩 し た 形 状 構 成 に お い て 、 第 １ の 脚 部 が 第 ２ の
脚 部 と 、 脚 部 角 度 で 交 差 し 、 脚 部 角 度 が １ ８ ０ 度 未 満 で あ る 、
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 脚 部 角 度 は ９ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 脚 部 角 度 は ６ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ベ ー ス 径 が 、 ０ ． １ ３ イ ン チ 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ベ ー ス 径 が 、 ０ ． ０ ８ イ ン チ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る ベ ー ス 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延
び る 第 １ の 脚 部 、 お よ び ベ ー ス の 第 ２ の 端 部 か ら 延 び て い る 第 ２ の 脚 部 を 含 む ア タ ッ チ メ
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ン ト デ バ イ ス で あ っ て 、 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 す る ア タ ッ チ メ ン ト デ
バ イ ス を 使 用 し て 、 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る 方 法 で あ っ て 、
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 形 状 構 成 に 保 持 す る こ と 、
　 ベ ー ス を ベ ー ス 軸 の 周 囲 で 回 転 さ せ て 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 ２ の 形 状 構 成 に す
る こ と 、
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 塊 お よ び 第 ２ の 塊 に 挿 入 す る こ と 、 な ら び に
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 弛 め る こ と
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ベ ー ス を 回 転 さ せ る こ と を 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 塊 に 挿 入 す る 前 に 行 う 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 塊 に 挿 入 す る こ と を 、 ベ ー ス を 回 転 さ せ る 前 に 行 う 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 １ の 対 象 物 が 、 第 １ の セ ク シ ョ ン お よ び 第 ２ の セ ク シ ョ ン を 含 み 、 第 １ の セ ク シ ョ ン
が 第 １ の 塊 を 含 み 、 第 ２ の セ ク シ ョ ン が 第 ２ の 塊 を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 す る ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 、 強 制 的 に 第
１ の 形 状 構 成 に 保 持 す る こ と 、
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 、 第 １ の 塊 お よ び 第 ２ の 塊 に 挿 入 す る こ と 、 な ら び に
　 弛 め ら れ た と き に 、 第 ２ の 形 状 構 成 を 形 成 し よ う と す る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 弛
め る こ と
を 含 む 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 発 明 の 背 景
　 １ ． 技 術 分 野
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る デ バ イ ス 、 な ら び に そ れ を 製 造 す
る 方 法 お よ び そ れ を 使 用 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ ． 関 連 す る 技 術 の 説 明
　 患 者 の 欠 陥 の あ る ヒ ト の 弁 を 人 工 心 臓 弁 で 置 換 し 得 る 。 人 工 弁 は 一 般 に 、 人 工 弁 の オ リ
フ ィ ス の 外 周 に 取 り 付 け ら れ 、 そ れ に 沿 っ て 延 び る 、 縫 合 リ ン グ あ る い は 縫 合 糸 （ ま た は
接 合 ） カ フ も し く は リ ン グ を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 典 型 的 な 人 工 弁 の 植 え 込 み 処 理 に お い て は 、 大 動 脈 を 切 開 し 、 欠 陥 を 有 す る 弁 を 取 り 除
い て 、 所 望 の 配 置 サ イ ト を 残 す よ う に す る 。 配 置 サ イ ト は 、 繊 維 状 の 組 織 層 ま た は 環 状 の
組 織 を 有 し 得 る 。 公 知 の 心 臓 弁 置 換 技 術 に は 、 弁 輪 内 で 、 繊 維 状 の 組 織 ま た は 所 望 の 配 置
サ イ ト に 一 本 一 本 、 縫 合 糸 を 通 過 さ せ て 、 縫 合 糸 の ア レ イ （ ま た は 並 ん だ も の ） を 形 成 す
る こ と が 含 ま れ る 。 縫 合 糸 の 自 由 端 部 は 、 胸 腔 の 外 側 に 延 び て 、 患 者 の 身 体 で 、 間 隔 を あ
け て 配 置 さ れ る 。 そ れ か ら 、 縫 合 糸 の 自 由 端 部 は 、 一 本 一 本 、 縫 合 リ ン グ の フ ラ ン ジ を 通
過 さ せ ら れ る 。 全 て の 縫 合 糸 が リ ン グ を 通 過 す る と （ 典 型 的 に は １ ２ ～ １ ８ 本 の 縫 合 糸 ）
、 全 て の 縫 合 糸 は 引 き 上 げ ら れ 、 人 工 弁 は 、 配 置 サ イ ト の 組 織 の 近 く に 所 定 の 位 置 に 滑 る
よ う に 動 か さ れ 、 ま た は 「 降 下 さ せ ら れ る 」 。 そ れ か ら 、 人 工 弁 は 、 縫 合 糸 を 用 い る 常 套
的 な 糸 結 び に よ り 、 所 定 の 位 置 に 固 定 さ れ る 。 医 師 は 、 １ 本 の 糸 に つ き 、 ３ ～ １ ０ の 結 び
目 を し ば し ば 使 用 す る た め 、 こ の 手 順 は 時 間 を 要 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 縫 合 リ ン グ は し ば し ば 、 ニ ー ド ル お よ び 糸 が 通 過 す る こ と が で き る 生 物 学 的 に 適 合 性 を
有 す る 布 で 形 成 さ れ る 。 人 工 弁 は 、 一 般 的 に は 、 外 科 医 が 患 者 の 心 臓 か ら 既 存 の 弁 を 取 り
除 い た と き に 残 る 生 体 塊 （ ま た は 生 体 本 体 も し く は 生 物 学 的 な 凝 集 体 ） に 縫 い つ け ら れ る
、 縫 合 リ ン グ に 取 り 付 け ら れ る 。 縫 合 糸 は 、 し っ か り と 結 ば れ 、 そ れ に よ り 縫 合 リ ン グ を
生 体 塊 に 、 ひ い て は 人 工 弁 を 心 臓 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 心 臓 弁 置 換 処 置 の 間 、 患 者 は 心 肺 バ イ パ ス の 状 態 に あ る 。 心 肺 バ イ パ ス は 、 患 者 の 酸 素
レ ベ ル を 減 ら し 、 非 生 理 学 的 な 血 流 力 学 を 生 成 す る 。 患 者 が よ り 長 い 間 、 心 肺 バ イ パ ス 状
態 に あ る と 、 永 久 的 な 健 康 上 の ダ メ ー ジ に 関 す る リ ス ク が よ り 大 き く な る 。 既 存 の 縫 合 技
術 は 、 バ イ パ ス の 時 間 を 延 ば し 、 心 肺 バ イ パ ス に 起 因 す る 健 康 上 の リ ス ク を 増 大 さ せ る 。
さ ら に ま た 、 同 じ 医 療 専 門 家 で あ っ て も 、 縫 合 に よ り 生 じ る 固 定 力 は 、 縫 合 糸 ご と に 、 実
質 的 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 加 え て 、 縫 合 糸 お よ び 他 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス は 、 種 々 の 医 療 用 途 に お い て 使 用 さ
れ 、 そ れ ら の 用 途 に お い て 、 本 発 明 の デ バ イ ス の 使 用 は 、 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 固 定 す る
上 で 、 利 点 を も た ら す で あ ろ う 。 こ こ で 、 第 １ の 塊 は 、 組 織 ま た は デ バ イ ス も し く は プ ロ
テ ー ゼ （ ま た は 人 工 器 官 も し く は 人 工 補 綴 ） で あ り 、 第 ２ の 塊 は 、 組 織 ま た は デ バ イ ス も
し く は プ ロ テ ー ゼ で あ る 。 こ れ ら の 用 途 に は 、 人 工 的 な 又 は 自 己 移 植 片 の よ う な プ ロ テ ー
ゼ を 、 周 囲 の 組 織 ま た は 他 の プ ロ テ ー ゼ に 固 定 す る こ と 、 例 え ば 中 隔 心 臓 欠 損 の よ う な 先
天 的 欠 損 症 の 閉 鎖 に お け る 組 織 修 復 、 組 織 ま た は 管 吻 合 、 ヘ ル ニ ア 修 復 の た め の 、 補 強 メ
ッ シ ュ を 用 い る 若 し く は 用 い な い 組 織 の 固 定 、 骨 融 合 ま た は 腱 も し く は 筋 肉 修 復 の よ う な
整 形 外 科 的 な 固 定 、 眼 の 適 応 症 、 腹 腔 鏡 ま た は 内 視 鏡 に よ る 組 織 修 復 も し く は プ ロ テ ー ゼ
の 置 換 、 あ る い は 遠 隔 操 作 で 実 施 さ れ る 処 置 の た め の ロ ボ ッ ト デ バ イ ス に よ る 使 用 を 含 む
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら の 適 応 お よ び 他 の 適 応 に 関 し て 、 あ る デ バ イ ス ま た は 導 管 （ 例 え ば 、 弁 プ ロ テ ー
ゼ ） と 第 ２ の 塊 を 固 定 し 、 あ る 管 を 他 の 管 ま た は 解 剖 学 的 な 構 造 体 に 固 定 し 、 組 織 を 組 織
に 固 定 し 、 周 囲 の 組 織 を 第 ２ の プ ロ テ ー ゼ に 固 定 し 、 ま た 上 述 の よ う に 固 定 す る の に か か
る 時 間 を 最 小 限 に す る 、 固 定 デ バ イ ス が 求 め ら れ て い る 。 さ ら に ま た 、 既 存 の 縫 合 糸 ま た
は ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス お よ び 方 法 に 適 合 し 、 固 定 時 間 を 減 ら す 、 デ バ イ ス が 求 め ら れ
て い る 。 ま た 、 一 定 の 固 定 力 を 与 え 得 る 固 定 デ バ イ ス を 提 供 す る 必 要 も 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 発 明 の 概 要
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 接 続 す る デ バ イ ス が 開 示 さ れ る 。 デ バ イ ス は 、 ベ ー ス お よ び 第 １
の 脚 部 （ ま た は レ ッ グ ） を 有 す る 。 ベ ー ス は 、 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を
有 す る 。 第 １ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び る 。 デ バ イ ス は 、 第 １ の 形 状 構 成 （
ま た は 形 態 ） お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 （ ま た は 形 態 ） を 有 す る 。 ベ ー ス が ベ ー ス 軸 に 関 し て
回 転 さ せ ら れ る と き 、 デ バ イ ス は 第 １ の 形 状 構 成 で あ る 。 デ バ イ ス は ま た 、 ベ ー ス の 第 ２
の 端 部 か ら 延 び る 第 ２ の 脚 部 （ ま た は レ ッ グ ） を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 接 続 す る 別 の デ バ イ ス が 開 示 さ れ る 。 デ バ イ ス は 、 ベ ー ス 、 第 １
の 脚 部 、 お よ び 第 ２ の 脚 部 を 有 す る 。 ベ ー ス は 、 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端
部 を 有 す る 。 第 １ の 脚 部 は 、 第 １ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 １ の 脚 部 長 さ を 有 す る 。 第 １ の
脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び る 。 第 ２ の 脚 部 は 、 第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 ２
の 脚 部 長 さ を 有 す る 。 第 ２ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 ２ の 端 部 か ら 延 び る 。 第 １ の 脚 部 長 さ は
、 第 ２ の 脚 部 長 さ よ り も 、 実 質 的 に 長 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 デ バ イ ス は 、 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 得 る 。 ベ ー ス が ベ ー ス 軸 に 関
し て 回 転 さ せ ら れ る と き 、 デ バ イ ス は 第 １ の 形 状 構 成 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 接 続 す る 、 さ ら に 別 の デ バ イ ス が 開 示 さ れ る 。 デ バ イ ス は ベ ー ス
、 第 １ の 脚 部 、 お よ び 第 ２ の 脚 部 を 有 す る 。 ベ ー ス は 湾 曲 し て い る 。 ベ ー ス は 、 ベ ー ス 径
、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 。 第 １ の 脚 部 は 、 第 １ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第
１ の 脚 部 長 さ を 有 す る 。 第 １ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び る 。 第 ２ の 脚 部 は 、
第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 、 お よ び 第 ２ の 脚 部 長 さ を 有 す る 。 第 ２ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 ２ の 端
部 か ら 延 び る 。 デ バ イ ス は 、 弛 緩 し た （ ま た は 緩 ん だ ） 形 状 構 成 を 有 す る 。 弛 緩 し た 形 状
構 成 に お い て 、 第 １ の 脚 部 は 、 第 ２ の 脚 部 と 、 脚 部 角 度 を 形 成 し て 交 差 す る 。 脚 部 角 度 は
１ ８ ０ 度 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 脚 部 角 度 は 、 ９ ０ 度 以 下 で あ っ て よ い 。 脚 部 角 度 は 、 ６ ０ 度 以 下 で あ っ て よ い 。 ベ ー ス
径 は 、 ０ ． １ ３ イ ン チ 以 下 で あ っ て よ い 。 ベ ー ス 径 は 、 ０ ． ０ ８ イ ン チ 以 上 で あ っ て よ い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る 方 法 が 開 示 さ れ る 。 当 該 方 法 は 、 ベ ー ス 、 第 １ の 脚 部
お よ び 第 ２ の 脚 部 を 有 す る ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 。 ベ ー ス は 、 第 １ の 端 部 お
よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 。 第 １ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び る 。 第 ２ の 脚 部 は
、 ベ ー ス の 第 ２ の 端 部 か ら 延 び る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス は 、 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第
２ の 形 状 構 成 を 有 す る 。 当 該 方 法 は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 形 状 構 成 に 保 持 す
る こ と を 含 む 。 当 該 方 法 は ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の ベ ー ス を ひ ね っ て 、 ア タ ッ チ
メ ン ト デ バ イ ス を 第 ２ の 形 状 構 成 に さ せ る こ と を 含 む 。 さ ら に 、 当 該 方 法 は 、 ア タ ッ チ メ
ン ト デ バ イ ス を 、 第 １ の 塊 お よ び 第 ２ の 塊 に 挿 入 す る こ と を 含 む 。 当 該 方 法 は ま た 、 ア タ
ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を は ず す こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の ベ ー ス を ひ ね る こ と は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 塊
に 挿 入 す る 前 に 、 行 っ て よ い （ ま た は 生 じ て よ い ） 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 少 な く と
も 部 分 的 に 第 １ の 塊 に 挿 入 す る こ と は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の ベ ー ス を ひ ね る 前 に 、
行 っ て よ い （ ま た は 生 じ て よ い ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る 別 の 方 法 が 開 示 さ れ る 。 当 該 方 法 は 、 ア タ ッ チ メ ン ト
デ バ イ ス を 強 制 的 に 第 ２ の 形 状 構 成 に 保 持 す る こ と を 含 む 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス は 、
第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 す る 。 当 該 方 法 は ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ
ス を 第 １ の 塊 お よ び 第 ２ の 塊 に 挿 入 す る こ と を 含 む 。 当 該 方 法 は ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ
バ イ ス を 解 放 し て 、 第 １ の 形 状 構 成 に す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 詳 細 な 説 明
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 示 す 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 ベ ー
ス ４ 、 脚 部 ６ 、 お よ び 各 脚 部 ６ の 端 部 に 先 端 ８ を 有 し 得 る 。 （ 極 め て 細 い 線 は 、 ベ ー ス ４
、 脚 部 ６ 、 お よ び 先 端 ８ を 表 わ す 。 ） ベ ー ス ４ 、 脚 部 ６ 、 お よ び 先 端 ８ は 、 分 離 し た エ レ
メ ン ト で あ っ て よ く 、 あ る い は 一 体 の エ レ メ ン ト で あ っ て よ い 。 フ ラ グ １ ０ が 、 ベ ー ス ４
に 取 り 付 け ら れ 、 ベ ー ス ４ か ら 延 び て い て よ い 。 ベ ー ス ４ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ は 、 ま っ
す ぐ で あ っ て よ く 、 あ る い は 湾 曲 し て い て よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 変 形 し 得 る 又 は 弾 性 材 料 、 ま た は 結 果 と し て 変 形 し 得 る
又 は 弾 性 特 性 を 有 す る 材 料 の 組 み 合 わ せ で 、 作 製 し て よ い 。 材 料 は 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス
鋼 合 金 、 ニ ッ ケ ル チ タ ン 合 金 （ 例 え ば 、 ニ チ ノ ー ル ） 、 コ バ ル ト ク ロ ム 合 金 （ 例 え ば 、 エ
ル ジ ロ イ （ ELGILOY） （ 登 録 商 標 ） 　 Elgin Specialty Metals、 エ ル ジ ン 、 イ リ ノ イ 州 提
供 ； CONICHROME（ 登 録 商 標 ） 　 Carpenter Metals Corp.、 ワ イ オ ミ ッ シ ン グ 、 ペ ン シ ル ベ
ニ ア 州 提 供 ） 、 ポ リ マ ー 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル （ 例 え ば 、 DACRON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. 
Du Pont de Nemours and Company、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ
ン 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 発 泡 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ｅ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 ポ リ エ ー

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-533362 A 2007.11.22



テ ル エ ー テ ル ケ ト ン （ Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ ） 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ー テ ル ブ ロ ッ ク コ ポ リ ア ミ ド ポ リ マ
ー （ 例 え ば 、 Ｐ Ｅ Ｂ Ａ Ｘ （ 登 録 商 標 ） 　 ATOFINA、 パ リ 、 フ ラ ン ス 提 供 ） 、 脂 肪 族 ポ リ エ
ー テ ル ポ リ ウ レ タ ン （ 例 え ば 、 Ｔ Ｅ Ｃ Ｏ Ｆ Ｌ Ｅ Ｘ （ 登 録 商 標 ） 　 Thermedics Polymer Pro
ducts、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 提 供 ） 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ
ウ レ タ ン 、 熱 可 塑 性 プ ラ ス チ ッ ク 、 フ ッ 化 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 押 出 し コ ラ ー
ゲ ン 、 シ リ コ ー ン 、 音 波 反 射 性 材 料 、 放 射 性 材 料 、 放 射 線 不 透 過 性 材 料 、 ま た は そ れ ら の
組 み 合 わ せ で あ り 得 る 。 放 射 線 不 透 過 性 材 料 の 例 は 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 チ タ ン 、 ス テ ン レ ス
鋼 、 ニ ッ ケ ル チ タ ン 合 金 、 タ ン タ ル 、 お よ び 金 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の 幾 つ か の 又 は 全 て の エ レ メ ン ト は 、 細 胞 内 部 成 長 の た め の
マ ト リ ッ ク ス と な り 得 、 ま た は 、 布 帛 （ 例 え ば 、 細 胞 内 部 成 長 の た め の マ ト リ ッ ク ス と し
て 機 能 す る カ バ リ ン グ （ 図 示 せ ず ） ） と と も に 使 用 さ れ 得 る 。 布 帛 は 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス
テ ル （ 例 え ば 、 DACRON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. du Pont de Nemours and Company、 ウ ィ ル ミ
ン ト ン 、 デ ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 ｅ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 ナ イ ロ ン 、 押 出
し コ ラ ー ゲ ン 、 シ リ コ ー ン 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ お よ び ／ ま た は 布 帛 は 、 当 業 者 に 公 知 の 薬 剤 デ リ バ リ ー マ ト
リ ッ ク ス 、 お よ び ／ ま た は 治 療 薬 、 お よ び ／ ま た は 診 断 薬 で 満 た さ れ て い て よ く 、 な ら び
に ／ あ る い は そ れ で 被 覆 さ れ て い て よ い 。 こ れ ら の 薬 剤 に は 、 放 射 性 物 質 ： 放 射 線 不 透 過
性 物 質 ； 細 胞 発 生 剤 ； 細 胞 毒 性 薬 ； 細 胞 増 殖 抑 制 剤 ； 血 栓 形 成 剤 を 挙 げ る こ と が で き 、 例
え ば 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 三 酸 化 ビ ス マ ス と 混 合 し た 酢 酸 セ ル ロ ー ス ポ リ マ ー 、 お よ び エ チ レ
ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル ； 滑 ら か な 親 水 性 材 料 ； 燐 光 性 コ レ ン ； 抗 炎 症 剤 、 例 え ば 、 非 ス テ ロ
イ ド 性 の 抗 炎 症 剤 （ Ｎ Ｓ Ａ Ｉ Ｄ ｓ ） 、 例 え ば 、 シ ク ロ オ キ シ ゲ ナ ー ゼ － １ （ Ｃ Ｏ Ｘ － １ ）
阻 害 剤 （ 例 え ば 、 ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 、 例 え ば 、 Ａ Ｓ Ｐ Ｉ Ｒ Ｉ Ｎ （ 登 録 商 標 ） 　 バ イ エ ル
Ａ Ｇ 、 レ ー フ ェ ル ク ー ゼ ン 、 ド イ ツ 提 供 ； イ ブ プ ロ フ ェ ン 、 例 え ば 、 Ａ Ｄ Ｖ Ｉ Ｌ （ 登 録 商
標 ） 　 Wyeth、 カ レ ッ ジ ビ ル 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 提 供 ； イ ン ド メ タ シ ン ； メ フ ェ ナ ム 酸 ）
、 Ｃ Ｏ Ｘ － ２ 阻 害 剤 （ 例 え ば 、 Ｖ Ｉ Ｏ Ｘ Ｘ （ 登 録 商 標 ） 　 Merck&Co., Inc.、 ホ ワ イ ト ハ
ウ ス ス テ ー シ ョ ン 、 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 提 供 ； Ｃ Ｅ Ｌ Ｅ Ｂ Ｒ Ｅ Ｘ （ 登 録 商 標 ） 　 Pharmaci
a Corp.、 ピ ー パ ッ ク 、 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 提 供 ； Ｃ Ｏ Ｘ － １ 阻 害 剤 ） ； 免 疫 抑 制 剤 、 例
え ば 、 シ ロ リ ム ス （ Ｒ Ａ Ｐ Ａ Ｍ Ｕ Ｎ Ｅ （ 登 録 商 標 ） 、 Wyeth、 カ レ ッ ジ ビ ル 、 ペ ン シ ル ベ
ニ ア 州 提 供 ） 、 ま た は 炎 症 反 応 の 経 路 内 で 早 期 に 作 用 す る マ ト リ ク ス ・ メ タ ロ プ ロ テ イ ナ
ー ゼ （ Ｍ Ｍ Ｐ ） 阻 害 剤 （ 例 え ば 、 テ ト ラ サ イ ク リ ン お よ び テ ト ラ サ イ ク リ ン 誘 導 体 ） で あ
る 。 他 の 薬 剤 の 例 は 、 Ｗ ａ ｌ ｔ ｏ ｎ ら の 「 腹 部 の 大 動 脈 瘤 に お け る 、 プ ロ ス ト グ ラ ン ジ ン
Ｅ ２ 合 成 の 阻 害 （ Inhibition of Prostoglandin E2  Synhthesis in Abdominal Aortic An
eurysms） 」 、 Circulation、 １ ９ ９ ９ 年 ７ 月 ６ 日 、 ４ ８ － ５ ４ 頁 ； Ｔ ａ ｍ ｂ ｉ ａ ｈ ら 「 実
験 的 な 大 動 脈 炎 症 メ デ ィ エ ー タ お よ び ク ラ ミ ジ ア 肺 炎 の 誘 発 （ Provocation of Experimen
tal Aortic Inflammation Mediators and Chlamydia Pneumoniae） 」 、 Brit. J. Surgery
 88(7)、 ９ ３ ５ － ９ ４ ０ 頁 ； Ｆ ｒ ａ ｎ ｋ ｌ ｉ ｎ ら の 「 テ ト ラ サ イ ク リ ン の 大 動 脈 瘤 壁 に よ
る 取 り 込 み 、 な ら び に 炎 症 お よ び 蛋 白 質 分 解 に 及 ぼ す そ の 影 響 （ Uptake of Tetracycline
 by Aortic Aneurysm Wall and Its Effect on Inflammation and Proteolysis） 」 、 Bri
t. J. Surgery 86(6)、 ７ ７ １ － ７ ７ ５ 頁 ； Ｘ ｕ ら の 「 Ｓ ｐ １ は 低 酸 素 症 の 管 の 内 皮 細 胞
に お い て シ ク ロ オ キ シ ゲ ナ ー ゼ － ２ の 発 現 を 増 加 さ せ る （ Sp1 Increases Expression of 
Cyclooxygenase-2 in Hypoxic Vascular Endothelium） 」 、 J. Biological Chemistry 27
5(32)、 ２ ４ ５ ８ ３ － ２ ４ ５ ８ ９ 頁 ； お よ び Ｐ ｙ ｏ ら の 「 マ ト リ ッ ク ス メ タ ロ プ ロ テ ナ ー
ゼ － ９ （ ゼ ラ チ ナ ー ゼ Ｂ ） の 標 的 遺 伝 子 破 壊 は 実 験 的 な 腹 部 大 動 脈 瘤 の 成 長 を 抑 え る （ Ta
rgeted Gene Disruption of Matrix Metalloproteinase-9 (Gelatinase B) Suppresses D
evelopment of Experimental Abdominal Aortic Aneurysms） 」 、 J. Clinical Investiga
tion 105(11)、 １ ６ ４ １ － １ ６ ４ ９ 頁 に お い て 、 提 供 さ れ て い る 。 こ れ ら の 文 献 は 、 引 用
に よ り 全 体 が 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ベ ー ス 軸 １ ２ は 、 ベ ー ス ４ の 横 方 向 断 面 の 中 心 を 通 過 し て 、 長 手 方 向 に 延 び て よ い 。 図
２ に 示 す よ う に 、 側 方 か ら 見 た と き に 、 ベ ー ス 軸 １ ２ は 、 約 ０ 度 ～ 約 ３ ０ 度 （ 例 え ば 、 約
１ ０ 度 ） の ベ ー ス 面 角 度 １ ４ を 形 成 し 得 る 。 ベ ー ス ４ は 、 約 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ （ ０ ． ０ １ ０ イ
ン チ ） ～ 約 １ ９ ． １ ｍ ｍ （ ０ ． ７ ５ ０ イ ン チ ） （ 例 え ば 約 １ ． ９ １ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ７ ５ イ ン
チ ） ） の ベ ー ス 内 側 半 径 １ ６ を 有 し 得 る 。 ベ ー ス ４ の 近 位 端 部 は 、 テ ー ブ ル １ ７ に 形 成 し
て よ い 。 テ ー ブ ル １ ７ は 、 ベ ー ス ４ に 向 か っ て 先 細 り （ ま た は テ ー パ ー ） に な っ て い る 、
平 坦 な 表 面 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ベ ー ス ４ お よ び 脚 部 ６ は 、 約 ０ ． ０ ３ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ０ １ イ ン チ ） ～ 約 ６ ． ３ ５ ｍ ｍ （ ０
． ２ ５ ０ イ ン チ ） 、 例 え ば 、 約 ０ ． ５ １ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ２ ０ イ ン チ ） の シ ャ フ ト 径 １ ８ を 有
す る 。 ベ ー ス ４ お よ び 脚 部 ６ は 、 同 じ ま た は 異 な る シ ャ フ ト 径 １ ８ を 有 し 得 る 。 ベ ー ス 中
間 半 径 １ ９ は 、 ベ ー ス 内 側 半 径 １ ６ と シ ャ フ ト 径 １ ８ の 半 分 （ を 合 わ せ た も の ） で あ り 得
る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 脚 部 ６ は 、 脚 部 角 度 ２ ０ に て 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の 面 に
て 又 は そ の 付 近 で 、 あ る い は ベ ー ス ４ の 近 似 面 （ ま た は 隣 接 面 も し く は 近 接 面 ） に て 又 は
そ の 付 近 で 、 交 差 し 得 る 。 近 似 面 は 、 ベ ー ス ４ が 平 坦 な 面 上 に あ っ て も な く て も 、 使 用 さ
れ 得 る 面 で あ る 。 ベ ー ス ４ が ま っ す ぐ な ラ イ ン ま た は 点 で あ る 場 合 、 ベ ー ス ４ の 近 似 面 は
、 ベ ー ス ４ に 最 も 近 く 、 ま た 、 ベ ー ス ４ の ラ イ ン か ら 外 れ て い る 脚 部 ６ の ポ イ ン ト を 使 用
し て 、 計 算 さ れ 得 る 。 脚 部 角 度 ２ ０ は 、 約 １ ８ ０ 度 ～ 約 １ ０ 度 で あ り 得 、 よ り 狭 く は 約 ９
０ 度 ～ 約 ６ ０ 度 で あ り 得 、 例 え ば 、 約 ４ ５ 度 で あ り 得 、 あ る い は 、 例 え ば 、 約 ６ ０ 度 で あ
り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ベ ー ス ４ の 端 部 か ら 長 手 方 向 の 脚 部 の 軸 ２ ４ ま で の 長 さ は 、 ボ デ ィ （ ま た は 本 体 も し く
は 主 要 部 ） 長 さ ２ ２ で あ り 得 る 。 ボ デ ィ 長 さ ２ ２ は 、 約 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ （ ０ ． ０ １ ０ イ ン チ
） ～ 約 １ ２ ． ７ ｍ ｍ （ ０ ． ５ ０ ０ イ ン チ ） 、 例 え ば 、 約 ２ ． ９ １ ３ ｍ ｍ （ ０ ． １ １ ４ ７ イ
ン チ ） で あ り 得 る 。 一 方 の 先 端 ８ の 遠 位 端 部 と 、 反 対 側 の 先 端 ８ の 遠 位 端 部 と の 間 の 長 さ
は 、 先 端 距 離 ２ ６ で あ り 得 る 。 先 端 距 離 ２ ６ は 、 約 ０ ． ０ ３ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ０ １ イ ン チ ） ～
約 ２ ５ ． ４ ｍ ｍ （ １ ． ０ ０ ０ イ ン チ ） 、 よ り 狭 く は 約 １ ． ３ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ５ ０ イ ン チ ） ～
約 ３ ． １ ８ ｍ ｍ （ ０ ． １ ２ ５ イ ン チ ） 、 例 え ば 約 ２ ． ３ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ９ ０ イ ン チ ） で あ り
得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 先 端 ８ は 、 約 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ０ ２ イ ン チ ） ～ 約 １ ２ ． ７ ｍ ｍ （ ０ ． ５ ０ ０ イ ン チ
） （ 例 え ば 、 約 １ ． ０ ０ ｍ ｍ （ ０ ． ０ ４ ０ イ ン チ ） ） の 先 端 長 さ ２ ８ を 有 し 得 る 。 先 端 ８
は 、 約 ５ 度 ～ 約 ９ ０ 度 （ 例 え ば 、 約 ３ ０ 度 ） の 先 端 角 度 ３ ０ を 有 し 得 る 。 先 端 ８ は 、 真 っ
直 ぐ で あ っ て よ く 、 と が ら せ た 端 部 で あ っ て よ く 、 脚 部 ６ の 最 も 近 い 端 部 か ら 、 ラ イ ン を
外 れ て 曲 が っ て い て よ く （ 図 ２ 及 び 図 ３ に お い て 、 仮 想 線 で 描 か れ て い る 、 代 替 の 先 端 ８
ａ お よ び ８ ｂ に よ り 示 さ れ て い る ） 、 あ る い は そ の 組 み 合 わ せ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 端 ８ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ は 、 保 持 デ バ イ ス ２ ９ を 有 し 得 る 。 保 持 デ バ イ ス ２ ９ は 、
バ ー ブ （ ま た は 棘 ） 、 ス パ イ ク 、 フ ッ ク 、 糸 、 リ ブ 、 ス プ ラ イ ン （ ま た は 細 長 い 薄 板 ） 、
粗 く し た 表 面 、 焼 結 し た 表 面 、 （ 例 え ば 、 DACRON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. du Pont de Nemou
rs and Company、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） で ） 被 覆 し た 表 面 、 ま た は そ れ ら
の 組 み 合 わ せ で あ っ て よ い 。 保 持 コ ー テ ィ ン グ ３ １ （ 例 え ば 、 ゲ ル も し く は ゲ ラ チ ン の よ
う な 生 分 解 性 コ ー テ ィ ン グ も し く は フ ィ ラ ー 、 ま た は 他 の 除 去 可 能 な も の ） が 、 保 持 デ バ
イ ス ２ ９ の 上 に 及 び ／ も し く は そ の 周 囲 に 、 な ら び に ／ ま た は そ の 付 近 に あ っ て よ い 。 保
持 コ ー テ ィ ン グ ３ １ （ 仮 想 線 で 示 さ れ る ） は 、 実 質 的 な 量 の 保 持 コ ー テ ィ ン グ ３ １ が 生 分
解 さ れ る 又 は 除 去 さ れ る ま で 、 保 持 デ バ イ ス ２ ９ が 、 実 質 的 に 効 果 を 発 揮 し な い よ う に 構
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 脚 部 ６ は 、 機 械 的 な イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ３ 、 例 え ば 、 溝 穴 、 ス ナ ッ プ 、 突 起 、 ラ ッ チ （
も し く は 掛 け 金 ） 、 止 め 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 有 し て よ い 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-533362 A 2007.11.22



３ は 、 脚 部 ６ が 交 差 す る ポ イ ン ト に て 、 一 つ の 脚 部 ６ に お け る イ ン タ ー フ ェ ー ス が 他 方 の
脚 部 ６ に お け る イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ３ と 合 致 す る よ う に 、 整 列 さ せ る こ と が で き る 。 イ ン
タ ー フ ェ ー ス ３ ３ は 、 互 い に 取 り 外 し 可 能 な よ う に 取 り 付 け て よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ ～ 図 １ ０ は 、 脚 部 ６ お よ び ／ ま た は ベ ー ス ４ の 断 面 Ａ － Ａ の 例 を 示 す 。 脚 部 ６ の 断
面 Ａ － Ａ は 、 ベ ー ス ４ の 断 面 と 同 じ で あ っ て よ く 、 あ る い は 異 な っ て い て よ い 。 ベ ー ス ４
お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ の 断 面 は 、 そ れ ら の そ れ ぞ れ の 長 さ に 沿 っ て 変 化 し て い て よ く 、 あ
る い は 一 定 で あ っ て よ い 。 図 ４ ～ 図 ８ は 、 円 形 、 方 形 （ 正 方 形 を 含 む ） 、 三 角 形 、 実 質 的
に 平 坦 、 お よ び 星 形 ま た は 異 形 で あ る 、 断 面 Ａ － Ａ を そ れ ぞ れ 示 す 。 図 ９ は 、 長 円 形 の 断
面 Ａ － Ａ を 示 す 。 短 軸 ３ ２ に 対 す る 軸 径 １ ８ の 比 は 、 約 １ ： １ ～ 約 ２ ０ ： １ で あ り 得 、 例
え ば １ ０ ： １ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 断 面 Ａ － Ａ 内 部 の キ ャ ビ テ ィ ３ ６ を 示 す 。 キ ャ ビ テ ィ ３ ４ は 、 中 空 で あ っ て
よ く 、 あ る い は 完 全 に ま た は 部 分 的 に 充 填 さ れ て い て よ い 。 キ ャ ビ テ ィ ３ ４ は 、 当 業 者 に
公 知 の 薬 剤 デ リ バ リ ー マ ト リ ッ ク ス 、 お よ び ／ ま た は 治 療 薬 、 お よ び ／ ま た は 診 断 薬 、 お
よ び ／ ま た は 音 波 反 射 物 質 、 お よ び ／ ま た は 放 射 性 物 質 、 お よ び ／ ま た は 放 射 線 不 透 過 性
物 質 、 例 え ば 、 上 記 に お い て 挙 げ た 薬 剤 お よ び ／ ま た は 物 質 で 充 填 さ れ て い て よ い 。 充 填
物 質 の 種 類 お よ び 量 は 、 ベ ー ス ４ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ の 長 さ に 沿 っ て 変 化 し て よ い 。 キ
ャ ビ テ ィ 径 ３ ６ に 対 す る 軸 径 １ ８ の 比 は 、 約 １ ： １ ～ 約 ５ ０ ： １ で あ っ て よ く 、 例 え ば 約
２ ： １ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ １ は 、 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ お よ び 第 ２ の 脚 部 セ グ メ ン ト ４ ０ を 有 し 得 る 、 脚
部 ６ を 有 し 得 る ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 示 す 。 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ は ベ ー ス ４
か ら 延 び て い て よ い 。 第 ２ の 脚 部 セ グ メ ン ト ４ ０ は 、 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ か ら 、 近
位 端 部 に て 延 び て い て よ い 。 先 端 ８ は 、 第 ２ の 脚 部 セ グ メ ン ト の 遠 位 端 部 ４ ０ か ら 延 び て
い て よ い 。 第 ２ の 脚 部 ４ ０ は 、 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ と は 異 な る 曲 率 半 径 を 有 し て い
て よ く 、 お よ び ／ ま た は 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ４ ０ に 対 し て 角 度 を 形 成 し て い て よ い 。 図
１ ２ は 、 第 ２ の 脚 部 セ グ メ ン ト ４ ０ が 、 ベ ー ス ４ の 近 似 面 と 、 角 度 （ 矢 印 で 示 す ） を 形 成
し 得 る こ と を 示 す 。 図 １ ３ は 、 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ が 、 ベ ー ス ４ の 近 似 面 と 、 角 度
（ 矢 印 で 示 す ） を 形 成 し 得 る こ と を 示 す 。 第 ２ の 脚 部 セ グ メ ン ト ４ ０ は 、 ベ ー ス ４ の 近 似
面 と 実 質 的 に 平 行 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ４ は 、 第 ２ の 脚 部 ６ ｂ よ り も 実 質 的 に 長 い も の で あ り 得 る 、 第 １ の 脚 部 ６ ａ を 有 し
得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 示 す 。 第 １ の 脚 部 先 端 部 分 長 さ （ ま た は チ ッ プ 長 さ ）
２ ２ ａ 対 第 ２ の 脚 部 先 端 部 分 長 さ ２ ２ ｂ の 比 は 、 約 １ ： １ ～ 約 １ ０ ： １ で あ っ て よ く 、 例
え ば 、 約 ３ ： １ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ５ は 、 第 １ の 脚 部 半 径 ４ ２ お よ び 第 ２ の 脚 部 半 径 ４ ４ を 有 し 得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト
デ バ イ ス を 示 す 。 第 １ の 脚 部 半 径 ４ ２ 対 第 ２ の 脚 部 半 径 ４ ４ の 比 は 、 約 １ ： １ ～ 約 ５ ０ ：
１ で あ っ て よ く 、 例 え ば 、 約 １ ０ ： １ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ は 、 「 フ ラ ッ ト ・ ト ッ プ 」 を 有 し 得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２
を 示 す 。 第 ２ の 脚 部 ６ ｂ の 近 似 面 は 、 ベ ー ス ４ の 近 似 面 と 、 例 え ば 約 ９ ０ 度 の 角 度 を 形 成
し 得 る 。 使 用 に 際 し て 、 フ ラ ッ ト ・ ト ッ プ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 、 第 １ の 塊 お
よ び ／ ま た は 第 ２ の 塊 に 対 し て 、 さ ら に 固 定 し 得 る 。 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ は 、 ベ ー ス 軸 １
２ の 周 囲 に 巻 か れ 得 る 、 ア ー ム ６ を 有 し 得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ ０ は 、 ベ ー ス ４ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ か ら 延 び 得 る 、 ア ー ム ４ ６ を 有 し 得 る 、 ア タ
ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 示 す 。 展 開 さ れ る と 、 ア ー ム ４ ６ は 、 追 加 の 保 持 力 の た め に 、 ア
ー ム ４ ６ と 脚 部 ６ お よ び ／ ま た は ベ ー ス ４ と の 間 に あ る 組 織 を 絞 る こ と が で き る 。 ア ン カ
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ー ４ ８ が 、 ア ー ム ４ ６ か ら 、 ア ー ム ４ ６ の 遠 位 端 部 に て 、 延 び て い て よ い 。 ア ン カ ー ４ ８
は 、 例 え ば 、 フ ッ ク 、 バ ー ブ （ ま た は 棘 ） 、 ス パ イ ク 、 ス テ ー プ ル 、 ま た は そ れ ら の 組 み
合 わ せ で あ っ て よ い 。 ア ン カ ー ４ ８ は 、 ベ ー ス ４ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ に 別 に 取 り 付 け ら
れ た ア ー ム ４ ６ と と も に 又 は ア ー ム ４ ６ 無 し で 、 ベ ー ス ４ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ か ら 、 真
っ 直 ぐ に （ ま た は 直 接 的 に ） 延 び て よ い 。 図 ２ １ は 、 真 っ 直 ぐ な ベ ー ス ４ を 有 し 得 、 ま た
、 ベ ー ス ４ か ら 延 び る ア ー ム ４ ６ を 有 し 得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ ２ お よ び 図 ２ ３ は 、 第 １ の 脚 部 ６ ａ 、 第 ２ の 脚 部 ６ ｂ 、 お よ び 第 ３ の 脚 部 ６ ｃ を 有
し 得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 示 す 。 ベ ー ス ４ は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム （ ま た は 台 ） 、
ワ イ ヤ ー フ レ ー ム 、 ま た は ポ イ ン ト ア ッ タ チ メ ン ト で あ っ て よ く 、 そ れ ら は 、 ス ポ ッ ト 溶
接 も し く は 鑞 付 け さ れ て よ く 、 ま た は チ ュ ー ブ 圧 着 さ れ て よ く 、 あ る い は 機 械 的 に 接 続 さ
れ て よ い 。 脚 部 ６ ａ 、 ６ ｂ 、 お よ び ６ ｃ の 面 は 、 実 質 的 に 等 し い 角 度 、 即 ち 、 約 １ ２ ０ 度
で 交 差 し て よ く 、 あ る い は 不 同 の 角 度 で 交 差 し て よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ ４ は 、 第 １ の ル ー プ ４ ９ お よ び 第 ２ の ル ー プ ５ １ を 有 し 得 る 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ
イ ス を 示 す 。 第 １ の ル ー プ ４ ９ は 、 ベ ー ス ４ お よ び 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ の 近 位 部 分
か ら 形 成 さ れ て よ い 。 第 ２ の ル ー プ ５ １ は 、 第 １ の 脚 部 セ グ メ ン ト ３ ８ の 遠 位 部 分 お よ び
第 ２ の 脚 部 セ グ メ ン ト ４ ０ の 近 位 部 分 で 形 成 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 製 造 方 法
　 図 ２ ５ は 、 例 え ば 、 熱 処 理 の 間 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 形 成 す る た め に 用 い る
こ と が で き る 、 マ ン ド レ ル ５ ０ を 示 す 。 ベ ー ス ４ お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ は 、 単 一 の シ リ ン
ダ ー ５ ２ 、 形 成 さ れ た 通 路 ５ ４ 、 お よ び 加 圧 プ レ ー ト ５ ６ （ 例 え ば 、 ね じ ボ ル ト 下 の ワ ッ
シ ャ ー ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ ） に よ っ て 、 マ ン ド レ ル ５ ０ に 保 持 す る こ と が で き る 。
形 状 記 憶 合 金 （ 例 え ば ニ チ ノ ー ル ） を 成 形 す る 方 法 が 、 当 業 者 に 公 知 で あ る 。 先 端 ８ は 、
例 え ば 、 研 削 、 電 解 研 磨 、 ま た は 精 密 研 磨 （ 例 え ば 、 Point Technologies, Inc. ボ ー ル
ダ ー 、 コ ロ ラ ド 州 か ら 提 供 さ れ て い る 研 磨 サ ー ビ ス ） に よ り 、 申 し 分 の な い 形 状 構 成 （ 套
管 針 ポ イ ン ト 、 斜 角 を 形 成 さ れ た も の 、 丸 く さ れ た も の 、 先 細 り （ ま た は テ ー パ ー ） に さ
れ た も の ） 、 鋭 く さ れ た も の 、 平 坦 に さ れ た も の を 含 む ） を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 当 業 者 に 公 知 の 他 の 方 法 を 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ お よ び ／ ま た は そ の エ レ メ ン ト
を 製 造 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 製 造 技 術 と し て 、 一 次 成 形 （ ま た は モ
ー ル ド 成 形 ） 、 機 械 加 工 、 注 型 、 二 次 成 形 （ 例 え ば 、 加 圧 成 形 ） 、 ク リ ン プ 、 型 打 ち 、 溶
融 、 ね じ 止 め 、 接 着 、 溶 接 、 打 抜 き 、 レ ー ザ 切 断 、 放 電 加 工 （ Ｅ Ｄ Ｍ ） 、 ま た は そ れ ら の
組 み 合 わ せ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 任 意 の エ レ メ ン ト 、 サ ブ ア セ ン ブ リ 、 ま た は 最 終 的 な 組 立 て 後 の 全 体 と し て の ア タ ッ チ
メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 当 業 者 に 公 知 の デ ィ ッ プ コ ー テ ィ ン グ ま た は ス プ レ ー コ ー テ ィ ン グ
法 に よ り 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ 例 え ば 、 TEFLON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. du Pont de Nemours and Com
pany、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ 例 え ば 、 DACRON（ 登 録 商 標
） 、 E. I. du Pont de Nemours and Company、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） 、 ゼ
ラ チ ン 、 ゲ ル 、 他 の ポ リ マ ー 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ の よ う な 材 料 を 用 い て 、 被 覆 し
て よ い 。 管 用 の 医 療 用 デ バ イ ス を コ ー ト す る た め に 用 い ら れ る 方 法 の 一 例 は 、 Dingら の 米
国 特 許 第 6,358,556号 に て 提 供 さ れ て お り 、 こ の 文 献 は 引 用 に よ り そ の 全 体 が 本 明 細 書 に
組 み 込 ま れ る 。 当 業 者 に 公 知 の 徐 放 性 コ ー テ ィ ン グ 方 法 も ま た 、 コ ー テ ィ ン グ 中 の 薬 剤 の
放 出 を 遅 ら せ る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 コ ー テ ィ ン グ は 、 血 栓 形 成 ま た は 抗 血 栓 性
で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ ま た は そ の 任 意 の エ レ メ ン ト （ 例 え ば 、 ベ ー ス ４ ） は 、 布 、
例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル 、 （ 例 え ば 、 DACRON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. du Pont de Nemours and
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 Company、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ 例 え ば 、
TEFLON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. du Pont de Nemours and Company、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ ラ ウ
ェ ア 州 提 供 ） 、 ｅ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 ナ イ ロ ン 、 押 出 し コ ラ ー ゲ ン 、 ゲ ル 、 ゼ ラ チ ン 、 シ リ コ ー ン
、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で 、 被 覆 し て よ い 。 埋 め 込 み 可 能 な デ バ イ ス を 布 で 被 覆 す る
方 法 は 、 当 業 者 に 公 知 で あ り 、 例 え ば 、 焼 結 、 ス プ レ ー コ ー テ ィ ン グ 、 接 着 、 ゆ る く （ ま
た は 取 り 外 し 可 能 に ） 覆 う こ と （ loose covering） 、 デ ィ ッ ピ ン グ 、 ま た は そ れ ら の 組 み
合 わ せ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 使 用 方 法
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 第 １ の 形 状 構 成 （ 例 え ば 、 図 ２ ６ お よ び 図 ２ ７ に 示 す 形
状 構 成 ） お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 （ 例 え ば 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 形 状 構 成 ） を 有 し 得 る 。 ア タ
ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 外 か ら の 力 が 加 え ら れ て お ら ず 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス が 弛
緩 し た 状 態 に あ る と き （ 例 え ば 、 挿 入 前 ま た は 使 用 前 に ） 、 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 得 る 。
ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 送 り 出 す 前 に 、 例 え ば 、 デ リ バ リ ツ ー ル に よ り 、 外 か ら の
力 が 加 え ら れ る と 、 第 １ の 形 状 構 成 を 有 し 得 る 。 外 か ら の 力 が ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２
か ら 除 か れ る と 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 第 １ の 形 状 構 成 か ら 第 ２ の 形 状 構 成 に 戻
り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 あ る 永 久 的 な ヒ ス テ リ ス シ ス 変 形 が 生 じ た と き 、 お よ び
／ ま た は 外 部 の 対 象 物 （ 例 え ば 、 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 塊 ） が ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ
ス ２ の 進 行 を 妨 げ る と き で さ え も 、 第 ２ の 形 状 構 成 に 実 質 的 に 戻 り 得 る 。 ア タ ッ チ メ ン ト
デ バ イ ス ２ が 第 １ の 形 状 構 成 を 有 し て い る と き 、 １ ま た は 両 方 の 脚 部 ６ が 、 ベ ー ス ４ に 対
し て 回 転 し て よ い （ 例 え ば 、 ベ ー ス ４ を ベ ー ス 軸 １ ２ の 周 囲 で 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 １
ま た は 両 方 の 脚 部 ６ は 、 ベ ー ス の 周 囲 で ね じ れ る 又 は 回 転 す る こ と に よ り 、 ト ル ク が 与 え
ら れ る の で 、 外 に 広 が る 又 は 分 離 す る ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ ６ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス が 、 第 １ の 形 状 構 成 を 有 す る よ う に さ せ る 方 法 を 示
す 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 矢 印 ５ ８ で 示 す ベ ー ス ト ル ク を 与 え る こ と に よ り 、 第
１ の 形 状 構 成 を 有 す る よ う に さ せ ら れ る 。 ベ ー ス ト ル ク は 、 ベ ー ス ４ に 直 接 加 え る こ と が
で き る 。 ベ ー ス ト ル ク は 、 脚 部 の 軸 ２ ４ ａ お よ び ２ ４ ｂ の 周 囲 で 、 脚 部 ６ ａ お よ び ／ ま た
は ６ ｂ に 対 す る 、 矢 印 ６ ０ ａ お よ び ６ ０ ｂ で 示 す 脚 部 ト ル ク に 、 間 接 的 に 成 り 、 あ る い は
該 脚 部 ト ル ク と し て 加 え ら れ て よ い 。 ベ ー ス 中 間 半 径 １ ９ の 約 ２ 倍 が 、 先 端 距 離 ２ ６ よ り
小 さ い と 、 脚 部 ６ は 、 第 １ の 塊 ６ ８ に 入 る と き に 、 外 向 き に 傾 斜 す る で あ ろ う 。 ベ ー ス 中
間 半 径 １ ９ の 約 ２ 倍 が 、 先 端 距 離 ２ ６ と 等 し い か あ る い は そ れ よ り も 大 き い と 、 脚 部 ６ は
、 第 １ の 塊 ６ ８ 内 に 展 開 す る と き に 、 内 向 き に 傾 斜 す る か 、 あ る い は 垂 直 な ま ま で あ ろ う
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ ７ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス が 第 １ の 形 状 構 成 を 有 す る よ う に さ せ る 方 法 を 示 す
。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 ベ ー ス ４ が 脚 部 ６ に 取 り 付 け ら れ て い る エ リ ア の 周 囲 で
与 え ら れ る 、 矢 印 ６ ２ で 示 す ピ ボ ッ ト ト ル ク を か け る こ と に よ り 、 第 １ の 形 状 構 成 を 有 す
る よ う に さ せ ら れ 、 そ の 結 果 、 脚 部 ６ は 、 互 い か ら 半 径 方 向 に 外 向 き に 旋 回 さ せ ら れ る 。
ピ ボ ッ ト ト ル ク は 、 矢 印 ６ ４ で 示 す 、 外 向 き に 平 行 移 動 さ せ る 力 を 、 １ ま た は 両 方 の 脚 部
６ に 加 え る こ と に よ り 掛 け る こ と が で き る 。 ピ ボ ッ ト ト ル ク は 、 矢 印 ６ ６ で 示 す よ う に 、
平 行 移 動 さ せ る 力 を ベ ー ス ４ に 加 え る こ と に よ り 、 掛 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ ８ ～ ３ ０ に 示 す よ う に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 展 開 し て 、 第 １ の 塊 ６ ９ を
第 ２ の 塊 ７ ０ の 取 り 付 け る こ と が で き る 。 第 １ の 塊 ６ ８ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 塊 ７ ０ は 、
プ ロ テ ー ゼ お よ び ／ も し く は 組 織 で あ っ て よ く 、 ま た は 両 方 と も 組 織 で あ っ て よ く 、 ま た
は 両 方 と も プ ロ テ ー ゼ で あ っ て よ い 。 プ ロ テ ー ゼ は 、 例 え ば 、 心 臓 リ ー ド 、 マ ー カ ー 、 ス
テ ン ト 、 グ ラ フ ト 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト 、 心 臓 弁 、 弁 輪 形 成 リ ン グ 、 自 家 移 植 片 、 同 種 移 植
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片 、 異 種 移 植 片 、 ま た は 任 意 の そ れ ら の ア セ ン ブ リ 、 も し く は そ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ っ
て よ い 。 組 織 は 、 例 え ば 、 管 、 弁 、 臓 器 （ 例 え ば 、 腸 、 心 臓 、 皮 膚 、 肝 臓 、 腎 臓 、 尿 道 、
骨 の 塊 、 腱 、 神 経 、 筋 肉 ） 、 石 灰 化 軟 部 組 織 、 ま た は そ れ ら の 任 意 の 組 み 合 わ せ で あ り 得
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Griffinら の 米 国 特 許 第 6,241,765号 、 Laneの 米 国 特 許 6,371,983号 、 お よ び Ritzの 米 国
特 許 第 5,976,183号 （ そ れ ら の 両 文 献 は 引 用 に よ り 全 体 が 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る ） に 開
示 さ れ て い る 、 心 臓 弁 ア セ ン ブ リ を 、 本 発 明 の デ バ イ ス を 使 用 し て 、 配 置 す る こ と が で き
る 。 使 用 さ れ 得 る 他 の 心 臓 弁 ア セ ン ブ リ と し て 、 例 え ば 、 ア ド バ ン テ ー ジ ・ バ イ リ ー フ レ
ッ ト 心 臓 弁 、 パ ラ レ ル 弁 、 フ リ ー ス タ イ ル ・ ス テ ン レ ス 大 動 脈 弁 、 ハ ン コ ッ ク （ Hancock
） ブ タ 心 臓 弁 、 ハ ン コ ッ ク 心 尖 左 心 室 コ ネ ク タ ー モ デ ル １ ７ ４ Ａ 、 ハ ン コ ッ ク 弁 付 き 導 管
モ デ ル １ ０ ０ 、 １ ０ ５ 、 １ ５ ０ 、 ホ ー ル ・ メ ド ト ロ ニ ッ ク （ Hall Medtronic） 心 臓 弁 、 ホ
ー ル ・ メ ド ト ロ ニ ッ ク 弁 付 き 導 管 、 モ ザ イ ク （ MOSAIC； 登 録 商 標 ） 心 臓 弁 、 お よ び 無 傷 ブ
タ 組 織 弁 （ メ ド ト ロ ニ ッ ク ・ イ ン コ ポ ー レ イ テ ッ ド （ Medtronic, Inc.） 、 ミ ネ ア ポ リ ス
、 ミ ネ ソ タ 州 ） ； Angelini Lamina-flo弁 （ Cardio Carbon Company, Ltd.、 英 国 ） ； Bjor
k-Shileyシ ン グ ル デ ィ ス ク 、 モ ノ ス ト ラ ッ ト （ monostrut） 、 お よ び ケ ー ジ ド （ caged） デ
ィ ス ク 型 弁 （ Shiley, Inc. 現 在 存 在 し な い 、 以 前 は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ） ； Wada-Cutter弁
お よ び Chitra Cooley-Cutter弁 （ Cutter Biomedical Corp.、 サ ン デ ィ エ ゴ 、 カ リ フ ォ ル
ニ ア 州 ） 、 Angioflex三 葉 ポ リ ウ レ タ ン 弁 （ Abiomed, Inc.、 デ ン バ ー 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ
州 ） ； ATS APシ リ ー ズ 心 臓 弁 お よ び ATS標 準 心 臓 弁 （ ATS Medical, Inc.、 ミ ネ ア ポ リ ス 、
ミ ネ ソ タ 州 ） ； ANNULOFLO（ 登 録 商 標 ） 弁 形 成 リ ン グ 、 ANNUFLEX（ 登 録 商 標 ） 弁 形 成 リ ン
グ 、 CARBSEAL（ 登 録 商 標 ） 弁 付 き 導 管 、 ORBIS（ 登 録 商 標 ） ユ ニ バ ー サ ル 大 動 脈 お よ び 僧
帽 弁 、 小 児 用 ／ 大 人 用 小 型 弁 、 Ｒ シ リ ー ズ 弁 、 SUMIT（ 登 録 商 標 ） 僧 帽 弁 、 TOP HAT（ 登 録
商 標 ） 大 動 脈 弁 、 OPTIFORM（ 登 録 商 標 ） 僧 帽 弁 、 MITROFLOW SYNERGY（ 登 録 商 標 ） PCス テ
ン ト 付 き 大 動 脈 心 膜 生 体 プ ロ テ ー ゼ お よ び SYNERGY（ 登 録 商 標 ） STス テ ン ト 付 き 大 動 脈 お
よ び 僧 帽 ブ タ 生 体 プ ロ テ ー ゼ 弁 （ CarboMedics Inc.、 オ ー ス テ ィ ン 、 テ キ サ ス 州 ） ； ON-X
（ 登 録 商 標 ） プ ロ テ ー ゼ 心 臓 弁 （ MCRI（ 登 録 商 標 ） , LLC、 オ ー ス テ ィ ン 、 テ キ サ ス 州 ）
； Starr-Edwards SILASTIC（ 登 録 商 標 ） ボ ー ル 弁 、 Starr-Edwards 1000、 Starr-Edwards 
1200、 Starr-Edwards 1260、 Starr-Edwards 2400、 Starr-Edwards 6300、 Starr-Edwards 
6500、 Starr-Edwards 6520、 Carpentier-Edwardsブ タ 組 織 弁 、 Carpentier-Edwards心 膜 プ
ロ テ ー ゼ 、 Carpentier-Edwards弁 輪 上 方 弁 、 Carpentier-Edwards弁 形 成 リ ン グ 、 Duromedi
cs弁 、 お よ び PERIMOUNT（ 登 録 商 標 ） 心 臓 弁 （ Edwards Lifesciences Corp.、 イ ル バ イ ン
、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ） ； Cross-Jonesレ ン ズ 状 デ ィ ス ク 弁 （ Pemco, Inc.） ； Tissuemedス
テ ン ト 付 き ブ タ 弁 （ Tissuemed, Ltd.、 リ ー ズ 、 英 国 ） ； Tekna弁 （ Baxter Healthcare Co
rp.、 デ ィ ア フ ィ ー ル ド 、 イ リ ノ イ 州 ） ； Komp-01僧 帽 弁 保 持 リ ン グ （ Jyros Medical Ltd.
、 ロ ン ド ン 、 英 国 ） ； SJM（ 登 録 商 標 ） Mastersシ リ ー ズ 機 械 心 臓 弁 、 SJM（ 登 録 商 標 ） Mas
tersシ リ ー ズ 大 動 脈 バ ル ブ 付 き グ ラ フ ト プ ロ テ ー ゼ 、 ST. JUDE MEDICAL（ 登 録 商 標 ） 機 械
心 臓 弁 、 ST. JUDE MEDICAL（ 登 録 商 標 ） 機 械 心 臓 弁 Hemodynamic Plus（ HP)シ リ ー ズ 、 SJM
 REGENT（ 登 録 商 標 ） 弁 、 TORONTO SPV（ 登 録 商 標 ） （ Stentless Porcine Valve） 弁 、 SJM
 BIOCOR（ 登 録 商 標 ） 弁 お よ び SJM EPIC（ 登 録 商 標 ） 弁 （ St. Jude Medical, Inc.、 セ ン
ト ポ ー ル 、 ミ ネ ソ タ 州 ） ； Sorin Bicarbon、 Sorin Carbocast、 Sorin Carboseal導 管 、 So
rin Pericarbon お よ び Sorin Pericarbonス テ ン ト レ ス （ Snia S.p.A.、 イ タ リ ア ） が 挙 げ
ら れ る 。 本 発 明 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス は 、 こ れ ら の 種 々 の デ バ イ ス を 、 特 定 の デ バ イ
ス の 形 態 及 び 好 ま し い 配 置 に 応 じ て 、 弁 輪 （ も し く は 環 状 部 ） 上 方 位 置 、 ま た は 経 弁 輪 （
も し く は 環 状 部 横 断 ） 位 置 に 埋 め 込 む た め に 、 展 開 さ せ て よ い 。 同 様 に 、 米 国 特 許 出 願 10
／ 646,639号 （ 2003年 8月 22日 出 願 、 引 用 に よ り 全 体 が 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る ） に て 提 供 さ
れ て い る よ う に 、 弁 構 造 体 を 含 む 第 ２ の プ ロ テ ー ゼ を 配 置 す る 前 に 、 本 発 明 の ア タ ッ チ メ
ン ト デ バ イ ス ２ を 、 縫 合 リ ン グ の 輪 の 内 部 に 又 は 周 囲 に デ バ イ ス を 水 平 に 又 は 垂 直 に 配 置
す る こ と に よ り 、 縫 合 リ ン グ ま た は 第 １ の プ ロ テ ー ゼ を 固 定 す る た め に 、 本 発 明 の ア タ ッ
チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 用 い る こ と も ま た 、 有 利 で あ り 得 る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ ８ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 第 １ の 形 状 構 成 に 保 持 さ れ 得 る こ と を 示 す 。 ア
タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 第 １ の 塊 ６ ８ 内 に 進 行 さ せ る 前 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２
を 綿 撒 糸 （ ま た は ガ ー ゼ ） ７ １ を 経 由 さ せ て 、 供 給 す る こ と が で き る 。 綿 撒 糸 ７ １ は 、 布
の ピ ー ス で あ っ て よ く 、 例 え ば 、 上 記 に お い て 挙 げ た 布 で あ っ て よ い 。 綿 撒 糸 ７ １ は 、 使
用 前 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の 上 に 取 り 付 け て よ い 。 図 ２ ９ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ
バ イ ス ２ を 、 矢 印 ７ ２ で 示 す よ う に 、 第 １ の 塊 ６ ８ の 内 部 に 且 つ そ れ を 通 過 し 、 か つ 第 ２
の 塊 ７ ０ の 一 部 の 内 部 に 且 つ そ れ を 通 過 す る よ う に 、 押 し 込 ま れ 得 る こ と を 示 す 。 図 ３ ０
は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 、 第 １ の 形 状 構 成 を 有 す る こ と か ら 解 放 さ れ 得 る こ と を
示 す 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 実 質 的 に 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 す る 状 態 に 戻 る こ と が
で き る 。 矢 印 で 示 す 、 つ ま む 力 を ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ に 加 え て 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ
バ イ ス ２ が 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 す る 状 態 に 戻 る こ と を さ ら に 促 進 さ せ て よ い 。 図 ２ ４ に 示
す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 展 開 の 前 ま た は 展 開 の 間 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の ル ー プ を
真 っ 直 ぐ に す る た め に 十 分 に 回 転 し 得 る こ と を 除 い て は 、 先 に 説 明 し た よ う に 、 展 開 し 得
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 外 科 医 が ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の 位 置 に 満 足 し な い 場 合 、 ま た は プ ロ テ ー
ゼ が 将 来 の あ る 時 点 で 再 配 置 す る こ と 、 又 は 「 や り 直 す 」 こ と を 要 求 す る 場 合 に は 、 ア タ
ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 上 記 の 展 開 の い ず れ の 段 階 に て も 、 取 り 除 い て 、 再 度 展 開 さ せ
て よ い 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 保 持 デ バ イ ス ２ ９ を 有 し て い る 場 合 に お い て 、 保 持
コ ー テ ィ ン グ ３ １ が 十 分 に 生 分 解 し 、 あ る い は 取 り 除 か れ る と 、 保 持 デ バ イ ス ２ ９ は 露 出
し て 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 展 開 サ イ ト か ら 移 動 す る こ と を 十 分 に 防 止 し 得 る 。 し
か し な が ら 、 そ れ に も か か わ ら ず 、 二 次 的 な 保 持 エ レ メ ン ト の 強 力 に 打 ち 勝 つ の に 十 分 な
力 を （ ツ ー ル ま た は 他 の デ バ イ ス ） に よ り 加 え る こ と に よ り 、 移 動 （ ま た は 除 去 ） す る こ
と は あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ３ １ ～ 図 ３ ３ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ て 、 第 １ の 塊 ６ ８ を 第 ２ の 塊
７ ０ に 取 り 付 け る 方 法 を 示 す 。 使 用 前 に 、 綿 撒 糸 ７ １ を 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の 上
に 供 給 し て よ い 。 綿 撒 糸 ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の ベ ー ス ４ へ の ア ク セ ス を 許 容
す る 、 ア ク セ ス 開 口 部 ７ ３ （ 例 え ば 、 ス リ ッ ト 、 穴 、 ま た は 開 口 （ も し く は ア パ ー チ ャ ）
） を 備 え た 、 矩 形 の コ ン テ ナ と し て 、 形 成 す る こ と が で き る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２
は 、 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 得 る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 押 し
込 む こ と が で き 、 そ れ に よ り 先 端 ８ が 第 １ の 塊 ６ ８ に 係 合 す る 。 図 ３ ２ は 、 先 端 ８ が 第 １
の 塊 ６ ８ に よ り 保 持 さ れ た 状 態 で 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 縦 方 向 の 軸 ７ ４ の 周 囲 で ア タ ッ チ
メ ン ト デ バ イ ス ２ に 与 え ら れ た 長 手 方 向 の ト ル ク が 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 第 １ の
形 状 構 成 に す る こ と を 示 す 。 図 ３ ３ で 示 す よ う に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 矢 印 で
示 す よ う に 、 第 １ の 塊 ６ ８ 、 お よ び 第 ２ の 塊 ７ ０ の 一 部 を 通 過 す る よ う に 、 押 し 込 ま れ る
。 長 手 方 向 の ト ル ク （ 図 ３ ３ に は 示 さ ず ） は 、 展 開 の 間 、 ま た は ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス
２ が 第 １ お よ び 第 ２ の 塊 ６ ８ お よ び ７ ０ 内 に 完 全 に 展 開 し た 後 に 、 取 り 除 い て よ い 。 綿 撒
糸 ７ １ は 、 展 開 の 間 に 押 し つ ぶ し て よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ ４ ～ 図 ３ ６ は 、 図 １ ４ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ る 方 法 を 示 す 。
第 １ の 脚 部 ６ ａ は 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 第 １ の 塊 ６ ８ の 内 部 に 且 つ そ れ を 通 過 し 、 且 つ 第
２ の 塊 ７ ０ の 一 部 の 内 部 に 且 つ そ れ を 通 過 す る よ う に 、 押 し 込 む こ と が で き る 。 第 １ の 脚
部 ６ ａ は 、 「 パ ド ル （ ま た は ヘ ラ ） 」 （ 図 示 せ ず ） を 有 し て よ い 。 パ ド ル は 、 一 つ の 脚 部
に て 、 扁 平 な 長 円 形 又 は 長 い 矩 形 断 面 形 状 で あ っ て よ い 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ ２ に
ト ル ク を 与 え る と き に 、 パ ド ル は 、 第 １ の 塊 ６ ８ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 塊 ７ ０ に 関 し て 、
抵 抗 力 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト ２ を 、 矢 印 ５ ８ で 示 す ベ ー ス ト ル ク を 与 え る こ と に よ っ て 、

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-533362 A 2007.11.22



第 １ の 形 状 構 成 に し 得 る こ と を 示 す 。 第 ２ の 脚 部 ６ ｂ は 、 そ れ か ら 、 矢 印 ７ ６ で 示 す よ う
に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ か ら 外 向 き に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ ６ は 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 、 第 １ の 塊 ６ ８ と 第 ２ の 塊
７ ０ の 一 部 と に 押 し 込 み 得 る こ と を 示 す 。 ベ ー ス ト ル ク （ 図 ３ ６ に お い て 示 さ れ て い な い
） は 、 展 開 の 間 に 、 ま た は ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 第 １ 及 び 第 ２ の 塊 ６ ８ お よ び ７ ０
内 に 完 全 に 展 開 し た 後 に 、 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ３ ７ ～ 図 ３ ９ は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ
る 方 法 を 示 す 。 図 ３ ７ は 、 ベ ー ス ４ お よ び 先 端 ８ を 、 第 １ の 塊 ６ ８ に 接 触 さ せ て 又 は そ の
付 近 に 配 置 し 得 る こ と を 示 す 。 図 ３ ８ は 、 ア ー ム ６ を ベ ー ス 軸 １ ２ の 周 囲 で 、 矢 印 で 示 す
よ う に 回 転 さ せ 得 る こ と を 示 す 。 ア ー ム ６ は 回 転 さ せ ら れ て 、 ア ー ム ６ は 第 １ の 塊 ６ ８ に
押 し 込 ま れ る 。 図 ３ ９ は 、 ア ー ム ６ を 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 ベ ー ス 軸 １ ２ の 周 囲 で さ ら に
回 転 さ せ 得 る こ と を 示 す 。 ア ー ム は 、 第 ２ の 塊 ７ ０ 内 に 且 つ そ れ を 通 過 す る よ う に 、 押 し
込 ま れ る 。 ア ー ム ６ は 、 第 １ の 塊 ６ ８ に 再 び 入 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ４ ０ ～ 図 ４ ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ て 、 第 １ の 塊 ６ ８ を 第 ２ の 塊
７ ０ に 取 り 付 け る 方 法 を 示 す 。 例 え ば 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 、 傷 を 閉 じ る た め に
用 い る 場 合 に は 、 第 １ の 塊 ６ ８ お よ び 第 ２ の 塊 ７ ０ は 、 同 じ 対 象 物 の ２ つ の セ ク シ ョ ン で
あ っ て よ い 。 図 ４ ０ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 第 １ の 形 状 構 成 に 保 持 さ れ 得 る こ と
を 示 す 。 図 ４ １ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 、 矢 印 ７ ２ で 示 す よ う に 押 し 込 ん で 、 そ
れ に よ り 第 １ の 脚 部 ６ ０ を 第 １ の 塊 ６ ８ に 挿 入 し 、 第 ２ の 脚 部 ６ ｂ を 第 ２ の 塊 ７ ０ に 挿 入
し 得 る こ と を 示 す 。 図 ４ ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 第 １ の 形 状 構 成 を 有 す る こ と
か ら 、 解 放 さ れ 得 る こ と を 示 す 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 実 質 的 に 第 ２ の 形 状 構 成
を 有 す る 状 態 に 戻 る こ と が で き て 、 脚 部 ６ ａ お よ び ６ ｂ を 矢 印 ７ ８ で 示 す よ う に 内 向 き に
回 転 さ せ 、 矢 印 ８ ０ で 示 す よ う に 、 力 を 第 １ の 塊 ６ ８ お よ び 第 ２ の 塊 ７ ０ に 加 え 、 そ の 結
果 、 第 １ お よ び 第 ２ の 塊 ６ ８ お よ び ７ ０ が 、 互 い の 方 に 向 か っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 適 用 可 能 な 場 合 に は 、 上 記 展 開 方 法 の 工 程 を 逆 に す る こ
と に よ り 、 第 ２ の 塊 ７ ０ お よ び ／ ま た は 第 １ の 塊 ６ ８ か ら 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ４ ３ は 、 使 用 中 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 、 新 し い 組 織 成 長 ８ ２ で 覆 う こ と が で
き る こ と を 示 す 。 フ ラ グ （ ま た は 旗 ） １ ０ は 、 （ 図 示 す る よ う に ） 新 し い 組 織 成 長 ８ ２ の
外 側 に 延 在 さ せ て よ く 、 あ る い は 、 表 面 の 直 下 で は あ る が 、 触 知 で き る よ う に 配 置 さ せ て
よ い 。 フ ラ グ １ ０ は 、 例 え ば 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 取 り 外 す 場 合 に 、 ア タ ッ チ メ
ン ト デ バ イ ス ２ の 位 置 を 確 認 す る た め に 、 直 接 的 な 視 認 も し く は 当 該 分 野 で 公 知 の 画 像 診
断 法 （ 例 え ば 、 Ｘ 線 、 磁 気 共 鳴 映 像 法 （ Ｍ Ｒ Ｉ ） 、 超 音 波 、 コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 法 （ Ｃ
Ｔ ） 、 心 エ コ ー 図 ） に よ り 認 識 可 能 で あ る か 、 あ る い は 触 知 可 能 な 標 識 と し て 機 能 し 得 る
。 フ ラ グ １ ０ は 、 縫 合 材 料 （ 例 え ば 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ エ ス テ ル （ 例 え
ば 、 DACRON（ 登 録 商 標 ） 、 E. I. du Pont de Nemours and Company、 ウ ィ ル ミ ン ト ン 、 デ
ラ ウ ェ ア 州 提 供 ） 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ の 他 の エ レ メ ン ト で 使 用 さ れ て い る よ う な
金 属 、 そ の 他 の ポ リ マ ー 、 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ ） か ら 成 っ て よ い 。 ベ ー ス ４ も ま た
、 あ る 用 途 に お い て 、 こ の 機 能 （ 例 え ば 、 マ ー カ ー の 機 能 ） を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ４ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ る ツ ー ル ８ ４ を 示 す 。 ツ ー ル ８ ４ は 、
第 １ の レ バ ー ８ ６ お よ び 第 ２ の レ バ ー ８ ８ を 有 し 得 る 。 第 １ の レ バ ー ８ ６ は 、 回 転 可 能 に
ピ ボ ッ ト ９ ０ に て 、 第 ２ の レ バ ー ８ ８ に 取 り 付 け ら れ 得 る 。 第 １ お よ び 第 ２ の レ バ ー ８ ６
お よ び ８ ８ は 、 各 レ バ ー の 第 １ の 端 部 に て 、 ハ ン ド ル ９ ２ を 、 各 レ バ ー の 第 ２ の 端 部 に て
、 パ ッ ド ９ ４ を 有 し 得 る 。 パ ッ ド ９ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 保 持 す る た め に 用
い る こ と が で き る 。 矢 印 ９ ６ で 示 す よ う に 、 力 が ハ ン ド ル ９ ２ に 加 え ら れ る と 、 矢 印 ９ ８
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で 示 す よ う に 、 力 が パ ッ ド ９ ４ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ド ラ イ バ ー シ ャ フ ト １ ０ ０ は 、 第 １ の 端 部 に て ド ラ イ バ ー ハ ン ド ル １ ０ ２ を 、 第 ２ の 端
部 に て グ リ ッ プ １ ０ ４ を 有 し 得 る 。 ピ ボ ッ ト ９ ０ は 、 長 手 方 向 の チ ャ ン ネ ル １ ０ ６ を 有 し
得 る 。 ド ラ イ バ ー シ ャ フ ト １ ０ ０ は 、 長 手 方 向 の チ ャ ン ネ ル １ ０ ６ を 通 過 し て よ く 、 お よ
び ／ ま た は レ バ ー ８ ６ も し く は ８ ８ に 固 定 さ れ た ケ ー ス （ 図 示 せ ず ） に 回 転 可 能 に 取 り 付
け ら れ て よ い 。 グ リ ッ プ １ ０ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ に 取 り 外 し 可 能 な よ う に 取
り 付 け ら れ る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 パ ッ ド ９ ４ を 弛 め 、 矢 印 １ ０ ８ で 示 す よ う
に ド ラ イ バ ー ハ ン ド ル を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 長 手 方 向 の 軸 ２ の 周 囲 で 回 転 さ せ 得 る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を ツ ー ル ８ ４ 内 に 装 着 す る 前 の 、 ア タ ッ チ メ ン ト
デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ る ツ ー ル ８ ４ の 端 部 を 示 す 。 ツ ー ル ８ ４ は 、 上 側 部 分 １ １ ０ お よ び
下 側 部 分 １ １ ２ を 有 し 得 る 。 上 側 部 分 １ １ ０ は 、 取 り 外 し 可 能 な よ う に 、 矢 印 １ １ ４ で 示
す よ う に 、 下 側 部 分 に 取 り 付 け 得 る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 側 部 分 １ １ ０ お よ び ／ ま た は 下 側 部 分 １ １ ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 第 １ の
形 状 構 成 を 有 す る と き の １ ま た は 複 数 の 脚 部 ６ の 一 部 お よ び ベ ー ス ４ に フ ィ ッ ト す る 寸 法
の 溝 １ １ ６ を 有 し 得 る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 第 １ の 形 状 構 成 を 有 す る よ う に さ
れ て 、 矢 印 １ １ ８ で 示 す よ う に 、 ツ ー ル ８ ４ 内 に 装 着 さ れ 得 る 。 上 側 部 分 １ １ ０ は 、 ア タ
ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が グ ル ー ブ １ １ ６ に 配 置 さ れ た 状 態 で （ 図 示 せ ず ） 、 下 側 部 分 １ １
２ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 ツ ー ル ８ ４ に よ っ て 、 所 望 の 展 開 位 置 に 配 置 す る こ と が
で き る 。 デ バ イ ス ２ は 、 下 側 部 分 １ １ ２ か ら 上 側 部 分 １ １ ０ を 取 り 外 し 、 ま た 、 ツ ー ル ８
４ を 展 開 位 置 か ら 取 り 除 く こ と に よ っ て 、 ツ ー ル ８ ４ か ら 展 開 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ ６ は 、 ツ ー ル ８ ４ の 端 部 を 示 す 。 ツ ー ル ８ ４ は 、 ア ン ビ ル （ ま た は 金 敷 ） １ ２ ２ お
よ び 脚 部 ポ ー ト １ ２ ４ を 備 え た ケ ー ス １ ２ ０ を 有 し 得 る 。 ケ ー ス １ ２ ０ は 、 ス ラ イ ド 可 能
に 、 摺 動 体 （ ま た は す べ り 金 も し く は す べ り 面 ） １ ２ ６ に 取 り 付 け ら れ 得 る 。 ア タ ッ チ メ
ン ト デ バ イ ス ２ は 、 ア ン ビ ル １ ２ ２ の 周 囲 に 装 着 さ れ 得 る 。 脚 部 ６ は 、 脚 部 ポ ー ト １ ２ ４
を 経 由 し て 、 ケ ー ス １ ２ ０ か ら 突 出 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ４ ７ は 、 図 ４ ６ の ツ ー ル ８ ４ を 使 用 し て 、 デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ る 方 法 を 示 す 。 摺 動
体 １ ２ ６ は 、 矢 印 １ ２ ８ で 示 す よ う に 、 ア ン ビ ル １ ２ ２ の 方 に 、 押 し 進 め ら れ る 。 摺 動 体
１ ２ ６ は 、 ベ ー ス ４ を ア ン ビ ル １ ２ ２ に 押 し 付 け る こ と が で き 、 そ れ に よ り 脚 部 ６ を 、 矢
印 ７ ６ で 示 す よ う に 、 外 向 き に 回 転 さ せ る 。 摺 動 体 １ ２ ６ お よ び ア ン ビ ル １ ２ ２ の 表 面 形
態 は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 図 ３ ９ に 示 す よ う に 完 全 に 歪 ま せ た と き に 、 ア タ ッ チ
メ ン ト デ バ イ ス ２ の 表 面 形 態 と 合 致 し 得 る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 そ れ か ら 、 所
望 の 展 開 位 置 （ 図 示 せ ず ） 内 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ が 適 所
に 配 置 さ れ る と 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ は 、 例 え ば 、 ア ン ビ ル １ ２ ２ を （ 図 ４ ７ の 面
に 対 し て 垂 直 に ） 邪 魔 に な ら な い と こ ろ に ス ラ イ ド さ せ 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 、
ス ラ イ ド １ ２ ６ で も っ て ツ ー ル ８ ４ の 端 部 の 外 に 押 し 進 め る こ と に よ っ て 、 ツ ー ル ８ ４ か
ら 展 開 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ４ ５ ～ ４ ７ に 示 す ツ ー ル ８ ４ の 端 部 は 、 当 業 者 に 公 知 の 方 法 で 、 ツ ー ル ８ ４ の 残 部 に
対 し て 旋 回 さ せ 得 る 。 ツ ー ル ８ ４ の 旋 回 可 能 な 端 部 は 、 関 節 状 に 連 結 さ れ て い な い ツ ー ル
８ ４ が 容 易 に ア ク セ ス で き な い 、 展 開 サ イ ト へ の ア ク セ ス を 向 上 さ せ 得 る 。 ツ ー ル ８ ４ は
、 関 節 状 に 連 結 で き な い も の で あ っ て よ い 。 埋 め 込 み の サ イ ト へ の ア ク セ ス が 許 容 す る 場
合 に は 、 当 業 者 に 公 知 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ ー ツ ー ル と 実 質 的 に 類 似 す る ツ ー ル を 採 用 す る
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こ と も ま た 、 可 能 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 2002年 12月 20日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 10／ 327,821、 お よ び 2003年 8月 22日 に 出 願 さ
れ た 米 国 特 許 出 願 10／ 646,639に お け る 追 加 の 開 示 が 含 ま れ 、 こ れ ら の 出 願 は 引 用 に よ り
全 体 が 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 し な い 限 り に お い て 、 種 々 の 変 更
お よ び 改 変 を 、 こ の 開 示 に 対 し て 為 し て よ く 、 均 等 物 を 採 用 し て よ い こ と が 、 当 業 者 に は
明 ら か で あ ろ う 。 任 意 の 形 態 と と も に 示 し た エ レ メ ン ト は 、 特 定 の 形 態 の た め の 例 示 的 な
も の で あ り 、 こ の 開 示 内 で 他 の 形 態 に お い て 使 用 し て よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 断 面 Ａ － Ａ の 一 形 態 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 図 １ １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 図 １ １ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 図 １ ６ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 図 １ ８ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 図 ２ ２ に 示 す ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 一 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 図 ２ ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 製 造 す る マ ン ド レ ル の 一 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ ６ 】 図 ２ ６ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 形 状 構 成 か ら 第 ２ の 形 状 構 成 に 変
更 す る 方 法 を 示 す 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ７ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 第 １ の 形 状 構 成 か ら 第 ２ の 形 状 構 成 に 変
更 す る 方 法 を 示 す 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ８ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ９ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ３ ０ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ １ 】 図 ３ １ は 、 全 体 斜 視 図 で 示 し た 綿 撒 糸 と と も に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使
用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ ２ は 、 全 体 斜 視 図 で 示 し た 綿 撒 糸 と と も に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使
用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 図 ３ ３ は 、 綿 撒 糸 と と も に ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を
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示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ３ ４ は 、 図 １ ４ に 示 す 形 態 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 図 ３ ５ は 、 図 １ ４ に 示 す 形 態 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 図 ３ ６ は 、 図 １ ４ に 示 す 形 態 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 図 ３ ７ は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す 形 態 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す
る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 図 ３ ８ は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す 形 態 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す
る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ９ は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す 形 態 の ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す
る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 図 ４ ０ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ １ 】 図 ４ １ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ ２ 】 図 ４ ２ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 使 用 す る 方 法 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ ３ 】 図 ４ ３ は 、 フ ラ グ を 使 用 す る 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 図 ４ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 展 開 す る ツ ー ル の 一 形 態 を 示 す 。
【 図 ４ ５ 】 図 ４ ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 展 開 す る ツ ー ル の 端 部 を 示 す 。
【 図 ４ ６ 】 図 ４ ６ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 展 開 す る ツ ー ル の 一 形 態 の 先 端 を 使 用 す
る こ と を 示 す 。
【 図 ４ ７ 】 図 ４ ７ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス を 展 開 す る ツ ー ル の 一 形 態 の 先 端 を 使 用 す
る こ と を 示 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 3日 (2007.10.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る ベ ー ス 、
　 第 １ の 脚 部 、
を 含 み 、
　 第 １ の 脚 部 は 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び て お り 、 デ バ イ ス が 第 １ の 形 状 構 成 お よ び
第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 、 デ バ イ ス が ベ ー ス 軸 に 対 し て 回 転 さ せ ら れ る と 、 デ バ イ ス は 第 １
の 形 状 構 成 に あ る 、
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ２ の 脚 部 を さ ら に 含 み 、 第 ２ の 脚 部 が ベ ー ス の 第 ２ の 端 部 か ら 延 び て い る 、 請 求 項 １
に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ベ ー ス 軸 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る ベ ー ス 、
　 第 １ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 １ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 １ の 脚 部 、 お よ び
　 第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 ２ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 ２ の 脚 部
を 含 み 、
　 第 １ の 脚 部 が ベ ー ス の 第 １ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 ２ の 脚 部 が ベ ー ス の 第 ２ の
端 部 か ら 延 び て お り 、
　 第 １ の 脚 部 長 さ が 第 ２ の 脚 部 長 さ よ り も 長 い 、
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 デ バ イ ス は 、 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 形 状 構 成 を 有 し 、 ベ ー ス が ベ ー ス 軸 に 対 し て
回 転 さ せ ら れ る と 、 デ バ イ ス が 第 １ の 形 状 構 成 に あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 脚 部 長 さ が 、 第 ２ の 脚 部 長 さ の ３ 倍 以 上 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 塊 を 第 ２ の 塊 に 取 り 付 け る デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ベ ー ス 径 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 、 湾 曲 し た ベ ー ス 、
　 第 １ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 １ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 １ の 脚 部 、 お よ び
　 第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 お よ び 第 ２ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 ２ の 脚 部
を 含 み 、
　 第 １ の 脚 部 が 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び て お り 、 第 ２ の 脚 部 が 、 ベ ー ス の 第 ２ の 端
部 か ら 延 び て お り 、
　 デ バ イ ス が 弛 緩 し た 形 状 構 成 を 有 し 、 弛 緩 し た 形 状 構 成 に お い て 、 第 １ の 脚 部 が 第 ２ の
脚 部 と 、 脚 部 角 度 で 交 差 し 、 脚 部 角 度 が １ ８ ０ 度 未 満 で あ る 、
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 脚 部 角 度 は ９ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 脚 部 角 度 は ６ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 ベ ー ス 径 が 、 ０ ． １ ３ イ ン チ 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ベ ー ス 径 が 、 ０ ． ０ ８ イ ン チ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　
　

　

　
　
　
　

　

　

【 請 求 項 １ ２ 】
　
【 請 求 項 １ ３ 】
　
【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
　

【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
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２ つ の 塊 を 接 合 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
プ ロ テ ー ゼ を 組 織 に 固 定 す る た め の 、 弾 性 材 料 か ら 成 る ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス （ ２ ）

、 お よ び
当 該 デ バ イ ス を 展 開 さ せ る た め の ツ ー ル 、

を 含 み 、
当 該 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス が 、
ベ ー ス 径 、 第 １ の 端 部 、 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る 、 湾 曲 し た ベ ー ス （ ４ ） 、
第 １ の 長 手 方 向 の 軸 （ ２ ４ ） お よ び 第 １ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 １ の 脚 部 （ ６ ） 、 お よ び
第 ２ の 長 手 方 向 の 軸 （ ２ ４ ） お よ び 第 ２ の 脚 部 長 さ を 有 す る 第 ２ の 脚 部 （ ６ ）

を 含 み 、
第 １ の 脚 部 が 、 ベ ー ス の 第 １ の 端 部 か ら 延 び て お り 、 第 ２ の 脚 部 が 、 ベ ー ス の 第 ２ の 端

部 か ら 延 び て お り 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス の 脚 部 が 、 展 開 の い ず れ の 段 階 で も 、 デ バ イ
ス を 取 り 外 し か つ 再 度 展 開 さ せ る こ と を 許 容 す る 、 ま っ す ぐ で 、 と が っ た 端 部 を 有 す る 、
先 端 （ ８ ） を さ ら に 含 ん で お り 、

ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス が 第 １ の 形 状 構 成 お よ び 第 ２ の 弛 緩 し た 形 状 構 成 を 有 し 、 第 １
の 形 状 構 成 に お い て 、 ツ ー ル に よ り 外 力 が 加 え ら れ て 、 脚 部 が 離 れ て 広 が っ て 、 デ バ イ ス
が プ ロ テ ー ゼ 経 由 し て 組 織 に 押 し 進 め ら れ る よ う に し 、 第 ２ の 形 状 構 成 に お い て 、 第 １ の
脚 部 は 第 ２ の 脚 部 と 脚 部 角 度 （ ２ ０ ） で も っ て 交 差 し て お り 、 脚 部 角 度 は １ ８ ０ 度 よ り も
小 さ く 、 外 力 が デ バ イ ス か ら 取 り 除 か れ た と き に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス が 、 第 １ の 形
状 構 成 か ら 第 ２ の 弛 緩 し た 形 状 構 成 に 戻 る 、
装 置 。

脚 部 角 度 が ９ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 装 置 。

脚 部 角 度 が ６ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 装 置 。

ベ ー ス 径 が ０ ． １ ３ イ ン チ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置
。

ベ ー ス 径 が ０ ． ０ ８ イ ン チ 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置
。

先 端 が 、 保 持 デ バ イ ス （ ２ ９ ） お よ び 保 持 コ ー テ ィ ン グ （ ３ １ ） を 含 み 、 保 持 コ ー テ ィ
ン グ は 、 保 持 コ ー テ ィ ン グ が 生 分 解 さ れ る ま で 、 保 持 デ バ イ ス が 効 果 を 発 揮 し な い よ う に
形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。

綿 撒 糸 （ ７ １ ） を さ ら に 含 み 、 デ バ イ ス が 、 プ ロ テ ー ゼ お よ び 組 織 に 押 し 込 ま れ る 前 に
、 デ バ イ ス が 綿 撒 糸 を 経 由 し て 供 給 さ れ 得 る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
装 置 。

ツ ー ル が 、 デ バ イ ス に ピ ボ ッ ト ト ル ク を 加 え る よ う に 構 成 さ れ て 、 脚 部 （ ６ ） が 、 半 径
方 向 に 互 い か ら 外 向 き に 旋 回 さ せ ら れ て 、 第 ２ の 弛 緩 し た 形 状 構 成 か ら 第 １ の 形 状 構 成 に
至 る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。

ツ ー ル は 、 デ バ イ ス が 所 定 の 展 開 位 置 に 挿 入 さ せ ら れ て い る 間 、 デ バ イ ス を 第 １ の 形 状



【 請 求 項 ２ ０ 】
　

【 請 求 項 ２ １ 】
　

【 請 求 項 ２ ２ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ ～ 図 １ ０ は 、 脚 部 ６ お よ び ／ ま た は ベ ー ス ４ の 断 面 Ａ － Ａ の 例 を 示 す 。 脚 部 ６ の 断
面 Ａ － Ａ は 、 ベ ー ス ４ の 断 面 と 同 じ で あ っ て よ く 、 あ る い は 異 な っ て い て よ い 。 ベ ー ス ４
お よ び ／ ま た は 脚 部 ６ の 断 面 は 、 そ れ ら の そ れ ぞ れ の 長 さ に 沿 っ て 変 化 し て い て よ く 、 あ
る い は 一 定 で あ っ て よ い 。 図 ４ ～ 図 ８ は 、 円 形 、 方 形 （ 正 方 形 を 含 む ） 、 三 角 形 、 実 質 的
に 平 坦 、 お よ び 星 形 ま た は 異 形 で あ る 、 断 面 Ａ － Ａ を そ れ ぞ れ 示 す 。 図 ９ は 、 長 円 形 の 断
面 Ａ － Ａ を 示 す 。 短 軸 ３ ２ に 対 す る 軸 径 １ ８ の 比 は 、 約 １ ： １ ～ 約 ２ ０ ： １ で あ り
得 、 例 え ば １ ０ ： １ で あ り 得 る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ ５ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト ２ を 、 矢 印 ５ ８ で 示 す ベ ー ス ト ル ク を 与 え る こ と に
よ っ て 、 第 １ の 形 状 構 成 に し 得 る こ と を 示 す 。 第 ２ の 脚 部 ６ ｂ は 、 そ れ か ら 、 矢 印 ７ ６ で
示 す よ う に 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ か ら 外 向 き に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ３ ７ ～ 図 ３ ９ は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す 、 ア タ ッ チ メ ン ト デ バ イ ス ２ を 展 開 さ せ
る 方 法 を 示 す 。 図 ３ ７ は 、 ベ ー ス ４ お よ び 先 端 ８ を 、 第 １ の 塊 ６ ８ に 接 触 さ せ て 又 は そ の
付 近 に 配 置 し 得 る こ と を 示 す 。 図 ３ ８ は 、 ア ー ム ６ を ベ ー ス 軸 １ ２ の 周 囲 で 、 矢 印 で 示 す
よ う に 回 転 さ せ 得 る こ と を 示 す 。 ア ー ム ６ は 回 転 さ せ ら れ て 、 ア ー ム ６ は 第 １ の 塊 ６ ８ に
押 し 込 ま れ る 。 図 ３ ９ は 、 ア ー ム ６ を 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 ベ ー ス 軸 １ ２ の 周 囲 で さ ら に
回 転 さ せ 得 る こ と を 示 す 。 ア ー ム は 、 第 ２ の 塊 ７ ０ 内 に 且 つ そ れ を 通 過 す る よ う に 、 押
し 込 ま れ る 。 ア ー ム ６ は 、 第 １ の 塊 ６ ８ に 再 び 入 る こ と が で き る 。
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構 成 に 保 持 し 、 そ の 後 、 デ バ イ ス が ツ ー ル か ら 展 開 す る こ と が で き る よ う に 、 構 成 さ れ て
い る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。

ツ ー ル が ア ン ビ ル を 含 み 、 デ バ イ ス が 、 第 ２ の 弛 緩 し た 形 状 構 成 で ア ン ビ ル の 周 囲 に 装
着 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。

ツ ー ル が 、 デ バ イ ス の 脚 部 を 外 向 き に 回 転 さ せ て 第 １ の 形 状 構 成 に し 、 そ の 後 、 デ バ イ
ス を 所 定 の 展 開 位 置 に 挿 入 さ せ 得 る た め に 、 摺 動 体 （ １ ２ ６ ） お よ び ア ン ビ ル （ １ ２ ２ ）
を 含 む 、 請 求 項 １ １ ～ ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。

ア ン ビ ル を 邪 魔 に な ら な い と こ ろ に ス ラ イ ド さ せ 、 デ バ イ ス を 、 摺 動 体 を 用 い て ツ ー ル
の 端 部 の 外 に 押 し 進 め る こ と に よ っ て 、 デ バ イ ス が ツ ー ル か ら 展 開 さ せ ら れ る 、 請 求 項 ２
１ に 記 載 の 装 置 。

の 長 さ

デ バ イ ス

６



【 国 際 調 査 報 告 】
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